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私について︓⾼橋 尚宏

1983年、北海道滝川市⽣まれ
2014年、東急不動産に⼊社

・新規開発ビルの設備計画や設計指針の作成、
既存ビルの改修工事

・既存オフィスビルのZEB化改修や芋緑化など
脱炭素関連業務

・震災時の建物倒壊危険度判定システムなどの
BCPを担当

妻と子ども二人の4人家族
趣味はジム通い、音楽（観る・聴く）
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東急不動産が取組む３つの環境課題

脱炭素社会

循環型社会 ⽣物多様性

●再エネ導⼊・RE100
●ZEB/ZEH実現
●再エネ事業展開と

視点を活かしたまちづくり

● 既存ストック活用
● 省資源と再利用
● 持続可能な地域循環

社会実現

●緑化での⽣物多様性保全
●エコロジカルネットワーク形成
●環境や人権に配慮した資源調達

廃棄物削減に伴う
CO2排出減

自然資本活用に
よる持続的な循環

自然資本保全による
CO2吸収・気候変動抑制
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発電するデベロッパー

TVCM
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自社発電の再エネを自社で利用

全国約150の事業地
で再エネ事業を展開
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循環型社会・⽣物多様性

電力と肥料のダブルリサイクルループ

国内の不動産業界では初となるTNFDレポートを公開
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ZEB化の推進 〜開発案件の環境性能基準

フォレストゲート代官山 TENOHA棟
（渋谷区・商業施設・2023年竣⼯）

COCONO SUSUKINO
（札幌市・商業施設・2023年竣⼯）

 “COCONO SUSUKINO”
商業・ホテル系複合用途の建築物全体で全国最大規模となる

「ZEB Ready」を取得
 “フォレストゲート代官山 TENOHA棟”

サステナブルな⽣活体験を提供するTENOHA棟でZEB Ready取得
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ZEB化の推進 〜既存賃貸ビルでのZEB化改修

 既存賃貸ビルでの ZEB 化改修工事を実現 （2023年12月18日ニュースリリース）
新築ビル ZEB 水準に加え、既存ストック改修での環境性能向上を推進
「一番町東急ビル」、「恵比寿ビジネスタワー」で ZEB Oriented を達成

日本橋本町東急ビル恵比寿ビジネスタワー一番町東急ビル対象ビル

外観

ZEB OrientedZEB OrientedZEB OrientedZEB評価

★★★★★★★★★★★★★★★BELS評価

2004 年 10 月2003 年 11 月2002 年 9 月竣工

11,739.30 ㎡28,260.10 ㎡19,867.07 ㎡延床面積
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ZEB化の推進 〜既存賃貸ビルでのZEB化改修

・ZEB 改修前後における入居企業の電気使用量は42%減となる。
・内訳は空調及び照明の電気使用量で、特に空調の電気使用量は

55%減に達する。
・3 棟で合計した入居企業の電気使用量に伴う CO2削減効果は
約 1,360t-CO2/年に達する見込み。
（改修前の一番町東急ビル（中規模オフィスビル）約１棟分の
入居企業の電気使用量に相当）

既存ストックのZEB改修 ── 稼働中のビルだからこその工夫

居住快適性を落とさない
照度・空調能⼒を維持
したまま設備を更新。

在室のまま工事する
⼯区分け・⼯程調整で
空調停止を最小限に。

データで容量を最適化
負荷率の実績から設備
容量を適正化する。
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屋外用エアコンを用いた暑熱対策 〜令和7年度脱炭素・クールダウン都市開発推進事業

 渋谷エリアを中心に「まちなかにおける屋外クールダウンプロジェクト」を
2025年に実施

 屋外活動の快適性と、省エネ施策によるエネルギー相殺を計った実証事業



14

▼明治安田Ｊリーグ
開幕節パブリックビューイング
＆Ｊリーグ気候アクションブース

「STAY in the SHADE」プロジェクト

GREEN COOL PARK at SHIBUYA 〜気候変動の「緩和」と「適応」



室外機芋緑化と
Well-beingへの貢献
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芋緑化とは

 快適性を損なわず省エネの実現できる技術 (日建設計と住友商事の共同開発の技術)
 省エネ施策のほか、テナント間交流イベントを担う施策として21年より実施
 渋谷エリアを中心に6施設にて実施中
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導⼊の背景

 オフィスビルにおいてエネルギーの約6割は専有部にて使用されている
 空調エネルギーは快適性の観点から運用をテナントに任せている

参照：一般財団法人省エネルギーセンター
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⽣育状況

8月6日 9月24日

 繁茂の速度
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⽣育状況

8月6日 9月24日
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⽣育状況

8月20日 9月24日
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省エネ効果の検証

 2022年に早稲⽥大学と共同研究を実施
 緑化による冷却効果と最大9%程度の能⼒向上確認
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Well-beingへの貢献（1）

 秋の収穫シーズンに⼊居テナントや近隣の⼩学⽣を招いたイベントを実施
 昨年は東京都環境局とも連携
 副産物をプロダクト化し関係者へ配布 効果 ── 数字とその先にあるもの

8〜9%

空調の省エネ効果（推計）

約4℃

吸込⼝周辺の温度低下

省エネ技術が、対話の装置になる
当初の目的は、貸主側からは手
の届きにくいオフィス専有部の省エ
ネでした。屋上での収穫体験は、
テナント従業員や近隣の小学⽣
を巻き込む場へと広がっています。

収穫物の二次利⽤
参加者へ配布のほか
「TOKYO GREENAL 

CHIPS」に加⼯。
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Well-beingへの貢献（2）

「みどり」を働く人の体験として設計する。その効果をオフィスワーカーへのアンケートで検証しました。

ここをどう読むか

“落ち着き”と“学び”が上位
評価の中心は収穫物より、その場で

得られる心理的効果と気づき。

建物の好感度に波及する
活動への参加が、働く場所そのものへ

の評価を押し上げる。

環境投資を収益で語る
ウェルビーイングの可視化が、投資とし

て説明する足場になる。

⾼い活動満⾜度が、建物の「魅⼒」「継続意向」「推奨意向」のすべてを有意に向上させている。
調査期間︓2022年8月4〜22日／WEBアンケート／回収111（有効89）
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省エネとコミュニケーションの創出

出典)国交省HP 都市の暑熱対策に資する事例紹介(当社) https://www.mlit.go.jp/policy/index.html
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番外編・芋以外の植物ではできないのか︖

 パッションフルーツの緑化シェードの技術を応用した実証実験を⾏った
 葉の⽣育が芳しくなく（⾼温障害と推測）期待ほどの効果は確認できず
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 よい⽣育事例

番外編・芋以外の植物ではできないのか︖
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そのほか、苦労話など

 ⼟の再⽣処理を⾏い、農地にて再利用を⾏った・・が、以後は続かず
 葉の繁茂による機器の故障を考慮し、定期的に剪定作業を⾏っている
 収穫した芋の扱いに苦慮
 常緑ではないため建築物の緑化面積には算⼊されない
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そのほか、苦労話など

 10月5日(月)19︓00〜19︓30
NHK Eテレ【出川哲朗のクイズほぉ〜スクール】にてウノサワ東急ビルの
芋緑化の様子が放映されます。



以 上


